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公
共
イ
ン
フ
ラ
の

本
格
復
旧
・
復
興
の
進
捗
状
況

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
、
被
災
地
で
は

た
ゆ
ま
な
い
復
興
へ
の
努
力
が
続
い
て
お
り
、

そ
の
な
か
で
国
土
交
通
省
は
、
イ
ン
フ
ラ
復

旧
・
復
興
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
現
在
、応
急
復
旧
段
階
か
ら
本
格
復

旧
・
復
興
段
階
へ
移
行
し
、
復
興
施
策
の
事

業
計
画
と
工
程
表
に
基
づ
い
て
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
海
岸
に
つ
い
て

は
60
％
の
地
区
で
本
復
旧
工
事
に
着
手
、
河

川
堤
防
に
つ
い
て
は
本
復
旧
工
事
が
ほ
ぼ
完

了
、
下
水
道
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
処
理

場
で
通
常
処
理
に
移
行
、直
轄
国
道（
道
路
）

に
つ
い
て
は
本
復
旧
が
概
ね
完
了
、
復
興
道

路・復
興
支
援
道
路
に
つ
い
て
は
82
％
の
区
間

で
工
事
に
着
手
、鉄
道
に
つ
い
て
は
89
％
の
区

間
で
運
行
を
再
開
、港
湾
に
つ
い
て
は
81
％
の

施
設
で
本
格
復
旧
を
完
了
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
よ
る
事
情
を
解
決
し

平
成
26
年
は
ま
ち
づ
く
り
が

加
速
す
る
年
に

被
災
し
た
市
町
村
で
は
、
地
形
、
土
地
利

用
、
被
災
実
態
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
事

情
が
異
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
平
野
が
多
い

仙
台
市
と
海
に
程
近
く
崖
地
が
迫
る
三
陸

部
で
は
、
用
地
の
確
保
事
情
も
異
な
る
た
め
、

住
宅
再
建
・
復
興
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

当
た
っ
て
は
、
被
災
市
町
村
に
応
じ
た
課
題

を
き
め
細
や
か
に
解
決
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
、
国
と
各
自
治
体
が
連
携
し
、
平

成
25
年
３
月
に「
住
ま
い
の
復
興
工
程
表
」を

策
定
し
ま
し
た
。
住
宅
再
建
の
見
通
し
を
示

し
事
業
を
進
め
て
お
り
、
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
に
つ
い
て
は
、
造
成
工
事
の
88
％
に

着
手
。
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
67
％
に

着
手
し
て
お
り
、
平
成
26
年
度
末
に
は
、
全

体
の
４
割
超
が
完
成
予
定
で
す
。

ま
た
、
こ
の
工
程
表
を
着
実
に
実
施
す
る

た
め
、
人
材
や
資
材
の
不
足
、
適
正
な
契

約
価
格
の
確
保
、
発
注
者
支
援
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
策
や
、
用
地
取
得
を
迅

速
に
行
う
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

今
後
も
工
程
表
と
加
速
策
に
基
づ
い
て
事
業

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
な
が
ら
、住
民
の

方
々
が
復
興
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
全
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

復
興
事
業
を

円
滑
に
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み

被
災
地
の
復
興
加
速
化
の
た
め
、
事
業
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た

め
、
国
土
交
通
省
で
は
、
平
成
23
年
12
月
に

設
置
し
た「
復
旧・復
興
の
施
工
確
保
に
関
す

る
連
絡
協
議
会
」や
平
成
25
年
３
月
以
降
に

東
北
地
方
で
随
時
開
催
し
て
い
る「
復
興
加

速
化
会
議
」な
ど
の
場
を
通
じ
て
、国
と
被
災

し
た
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
関
係
者
で
情
報

や
意
見
の
交
換
を
行
い
、
不
足
す
る
人
材
や

資
材
を
確
保
す
る
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
を

進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
被
災
地
の

入
札
不
調
の
状
況
を
注
視
し
、
公
共
工
事
設

計
労
務
単
価
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
る
な
ど

の
対
策
を
取
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
発
注

工
事
の
増
加
に
伴
っ
て
入
札
不
調
が
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
再
発
注
時
に
発
注
単
位
の
大

型
化
な
ど
の
工
夫
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ほ

ぼ
契
約
に
至
っ
て
い
ま
す
。今
後
と
も
現
場
の

状
況
を
常
に
注
視
な
が
ら
、
復
興
事
業
を
円

滑
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

福
島
の
復
興
・
再
生

福
島
の
復
興
・
再
生
に
つ
い
て
は
、
地
震
・

津
波
に
よ
る
災
害
に
加
え
、
原
発
事
故
と
そ

れ
に
起
因
す
る
災
害
か
ら
な
る
複
合
災
害
で

あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
総
合
的
に
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
平
成
26
年

３
月
10
日
、
田
村
市
へ
の
避
難
指
示
に
つ
い

て
４
月
１
日
か
ら
解
除
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。い
よ
い
よ
避
難
さ
れ
て
い
た
方
々
の

帰
還
が
始
ま
り
ま
す
。
政
府
と
し
て
は
、
住

民
の
早
期
帰
還
に
必
要
な
環
境
を
整
え
て
い

き
ま
す
。

常磐自動車道（広野 IC ～常磐富岡 IC 間）再開
通式の様子。

東
北
再
生
へ
の
取
り
組
み

東日本大震災から3年
震災復興から東北再生へ

特集
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─ 

総
合
政
策
局 

政
策
課

「住まいの復興工程表」の一例
（ 復 興 庁 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.
reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/
sub-cat1-12/20130730105832.html）

http://www.reconstruction.go.jp/topics/main-cat1/sub-cat1-12/20130730105832.html
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道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年
２
月
に
常

磐
自
動
車
道
の
通
行
止
め
区
間（
広
野
IC

～
常
磐
富
岡
IC
）の
通
行
を
再
開
し
ま
し
た
。

残
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
浪
江
IC
～
南
相
馬

IC
及
び
相
馬
IC
～
山
元
IC
が
平
成
26
年
中

に
、
常
磐
富
岡
IC
～
浪
江
IC
が
平
成
27
年
の

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
ま
で
に
開
通
す
る
よ

う
整
備
を
進
め
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
常
磐
自

動
車
道
が
全
線
開
通
し
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

（
竜
田
～
広
野
間
）が
平
成
26
年
春
の
楢な
ら
は葉

町
の
帰
町
判
断
に
合
わ
せ
運
転
再
開
見
込
み

で
す
。

国
土
交
通
省
と
し
て
は
、
事
業
計
画
と
工

程
表
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ラ
復
旧
や
風
評
被
害

の
払
拭
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
将
来

的
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
の
一
日
も
早
い

帰
還
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

復
興
へ
の
加
速
を
実
感
で
き
る
よ
う

全
力
で
取
り
組
み
を
進
め
る

今
も
な
お
避
難
生
活
に
あ
り
、
地
元
の
復

興
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
イ
ン
フ
ラ
環
境
が
整
う
な
か
、
ま

ち
づ
く
り
が
進
み
、
人
が
集
ま
る
こ
と
で
住

民
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
も
活
性
化
し
、
復
興

へ
の
速
度
が
増
し
て
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
今
後
は
そ
う
し
た
生
活
再
建
へ
の
支

援
を
強
化
し
、
被
災
地
の
方
々
に
復
興
を
実

感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
総
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※1　海岸対策については、国施工区間（代行区間含む）約４１ｋｍのうち、復興・
復旧を支える上で不可欠な仙台空港及び下水処理場前面の区間など約
22ｋｍについては、施工を完了している。

※2　「通常処理に移行した処理場」とは、被災前と同程度の放流水質まで処理
が実施可能となった処理場のこと。これらには、一部の水処理施設や汚
泥処理施設は未だ本復旧工事中のものもある。

※3　（　）内は平成24年12月末時点。　
※4　事業認可済みの地区、事業認可手続き中（事業計画の縦覧開始後）の地

区、緊急防災空地整備事業着手済みの地区を含む。　　　
※　  福島県の避難指示区域については、原則除いている。
※  　各指標の母数については、事業の進捗に応じ変更されているものもある。

 （　　）内は平成25年1月末時点

海岸対策 河川対策 下水道 直轄国道

復興道路・復興支援道路 鉄  道 港  湾

災害公営住宅 防災集団移転

土地区画整理

本復旧工事を着工・完了した地区海岸の割合※1 本復旧工事が完了した
河川堤防（直轄管理区
間）の割合

通常処理に移行した下
水処理場※2の割合

本復旧が完了した道路
開通延長の割合

復興道路・復興支援道路の着手率、復興道路・
復興支援道路の整備率

運行を再開した鉄道路
線延長の割合

本格復旧に着手した復旧工程計画に定められた
港湾施設の割合

災害公営住宅の整備に着手した割合 事業計画の同意地区数、造成工事の着手地区数、造成工事の完了地区数の
割合※3

事業化の段階に達している地区数※4、造成工事の着手地区数、造成工事の
完了地区数の割合
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99%
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99%
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99%
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復 旧・復 興 の 進 捗 状 況（ 平 成 2 6 年 1 月 末 時 点 ）


